
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
半
は
、
熊
本
大

学
の
竹
内
裕
希
子
准
教
授
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
中
学

生
が
お
互
い
の
顔
が
わ
か
る
関

係
を
築
く
こ
と
が
防
災
・
減
災
に

と
っ
て
大
切
で
あ
る
こ
と
、
学
校

の
教
育
実
践
の
視
点
を
変
え
る

こ
と
で
防
災
に
つ
な
が
る
こ
と

な
ど
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
日
頃
か
ら
の
挨
拶
を

す
る
こ
と
が
、
つ
な
が
り
の
第
一

歩
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
地

域
と
の
つ
な
が
り
重
要
性
を
強

く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

◇義務教育学校◇ 

 

2015.11.24 

№２８ 

山鹿市立鹿北中学校 

文責：郡 一路 

２０１５．１１．２４ 季節風 

季
節
風

季
節
風

季
節
風

季
節
風    

 

十
八
日
（
水
）
の
午
後
、
愛
知
県

豊
川
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
が

来
校
さ
れ
、
授
業
参
観
や
校
内
研
究

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
授
業
は
、
社
会
科
と
数
学
科

の
授
業
を
参
観
さ
れ
ま
し
た
。
社
会

科
の
授
業
で
は
、
授
業
に
取
り
組
む

姿
勢
、
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
と

伝
え
る
姿
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

数
学
科
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
お

互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
う
姿
、

積
極
的
に
質
問
す
る
姿
に
、
学
習
に

対
す
る
意
欲
が
あ
り
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
鹿
北
中
生
徒

の
「
当
た
り
前
の
レ
ベ
ル
」
の
高
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。 

 学校教育法が改正され、平成

28 年４月１日より、現在ある「小

学校」、「中学校」とともに、小中

一貫教育を行う「義務教育学校」

が新たに学校の種類に加えられま

す。 

 ９年間の一貫教育として、現在

の小学校６年間、中学校３年間の

区切りを、「４・３・２制」や「５・

４制」に変更することもでき、よ

り柔軟な教育実践を行うことがで

きます。中学校の学習内容を小学

校段階で先取りしたり、教育内容

の実施学年を入れ替えたりするこ

ともできます。そして、「中一ギャ

ップ」の解消も期待されています。

小学校の先生が中学校の授業を、

中学校の先生が小学校の授業をす

るなど幅広い交流が行えます。何

より、９年間の連続した「学び」

を充実させることができます。 

今ある小・中学校を「義務教育

学校」にできるので、小中学校が

隣接する鹿北小と鹿北中は「義務

教育学校」とすることも可能とな

ってきます。 

愛
知
県
豊
川
市
よ
り
来
校
〈
視
察
研
修
〉

 
 

□ 

防
災
教
フ
ォ
ー
ラ
ム 

□ 

十
五
日
（
日
）
、
市
役
所
内
の

交
流
ホ
ー
ル
に
て
、
県
内
よ
り

約
一
〇
〇
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、
防
災
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
八
月
の
防
災

キ
ャ
ン
プ
で
学
ん
だ
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
、
本
校
生
徒
会

執
行
部
が
堂
々
と
発
表
し
て

く
れ
ま
し
た
。
「
被
災
者
か
ら

支
援
者
へ
」
、
「
地
域
か
ら
守

ら
れ
る
存
在
か
ら
、
地
域
の

方
々
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

存
在
へ
」
と
成
長
す
る
こ
と
が 

大
切
と
の
決
意
に
対
し
て
、

参
加
さ
れ
た
方
々
よ
り
共

感
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
鹿
北
中
の
伝
統
で
あ

る
「
防
災
教
育
」
。
こ
の
取

組
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り

が
地
域
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
も
ち
、
自
立
し
た
人

へ
と
育
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
（
鬼
塚
さ
ん
・
芹
川
さ

ん
）
の
発
表
を
通
し
て
、

「
チ
ー
ム
鹿
北
」
の
団
結
力 


